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今
回
の
職
員
集
会
は
、
32
事
業
所
か
ら
1
5
0
名
を
超

え
る
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
は
久
し
ぶ
り
に
名
古
屋

港
ポ
ー
ト
ビ
ル
講
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。

ね
ら
い
と
し
て
は

＊	

4
月
か
ら
正
規
採
用
職
員
と
な
っ
た
皆
さ
ん
と
「
対
面
」

で
お
会
い
し
、
歓
迎
す
る

＊	

第
7
期
総
合
計
画
と
そ
の
初
年
度
と
し
て
の
2
0
2
5

年
度
事
業
計
画
の
報
告
を
聞
く
。
ま
た
重
点
課
題
や
特

徴
的
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
報
告
か
ら
、
ゆ
た
か
福
祉
会

が
取
り
組
む
多
様
な
事
業
に
つ
い
て
知
り
、
学
び
、
共

通
認
識
を
つ
く
る

＊	

こ
れ
ら
の
事
業
が
、
自
ら
の
事
業
所
や
分
野
と
ど
の
よ

う
な
関
連
が
あ
る
の
か
、「
我
が
こ
と
」
と
し
て
捉
え
、

見
通
し
を
も
っ
た
ス
タ
ー
ト
と
し
て
い
く

の
3
点
で
し
た
。
以
下
、報
告
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
約
1
時
間
に
わ
た
り
、
3
月
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
策
定
さ
れ
た
第
7
期

総
合
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
全

体
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
計
画
の
検
討
過
程
で
職
員
や
関
係
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
意
見
や
問
題
意
識
を
紹
介
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
が
ど

の
よ
う
に
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
5
か
年
の
推
進
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
て
い
く
こ
と
や
、
部
門
を
ま
た
ぐ
課
題
の
推
進
体
制

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
な
ど
も
報
告
し
ま

し
た
。

　
総
合
計
画
の
検
討
と
並
行
し
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
障
害
者

の
ゆ
た
か
な
未
来
を
め
ざ
し
て
」
を
見
直
す
か
ど
う
か
、
一

年
間
議
論
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
結
論
と
し
て
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
だ

け
で
な
く
、
そ
の
家
族
、
そ
し
て
地
域
社
会
全
体
を
視
野
に

入
れ
た
私
た
ち
の
実
践
と
事
業
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
。
創
設
の
精
神
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
当

面
は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
共
有
し
ま

し
た
。

総
合
計
画
検
討
委
員
会　
山
崎 

利
浩 

　
ゆ
た
か
福
祉
会
と
フ
エ
関
係
者
と
の
連
携
は
、
2
0
1
9
年

EnjyoiyableEnglish
（
以
下
E.E
）
と
い
う
非
営
利
団
体

と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
フ
エ
科
学
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
福
祉
の

専
門
職
と
し
て
の
優
秀
な
人
材
を
育
成
し
、
フ
エ
や
私
た
ち

の
事
業
所
で
今
後
の
事
業
を
担
っ
て
い
く
人
材
を
生
み
出
す

仕
組
み
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
、
4
法
人

（※）
で
25
名
の
方
を
受
入
れ
て
い
ま
す
。

　
集
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告
と
、
こ
の
4
月
に
入
国

し
た
3
名
か
ら
、自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

次
へ
の
新
た
な
事
業
と
し
て
は
、
E.E
に
よ
る

①	

職
員
や
子
ど
も
向
け
の
「
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
」
や
「
ベ
ト

ナ
ム
語
レ
ッ
ス
ン
」
の
実
施

②	

1
～
2
年
後
を
目
標
に
、
仲
間
（
利
用
者
）
向
け
の
「
ベ

ト
ナ
ム
観
光
旅
行
」
の
開
催

が
あ
り
ま
す
。
E.E
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
1
期
生
と
し
て
働
い

て
い
る
2
名
か
ら
提
案
を
し
ま
し
た
。集
会
後
の
感
想
で
は
、

期
待
す
る
声
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
海

外
人
材
確
保
の
取
り
組
み
は
、

人
と
人
と
の
繋
が
り
を
基
盤
と

し
、
す
べ
て
の
関
係
者
に
と
っ

て
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

法
人
本
部　
向 

久
美
子

　
設
楽
町
か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」「
成
年
後
見
制
度
中
核
機
関
」の
実
践
を
中
心
に
、

総
合
相
談
窓
口
的
機
能
を
持
ち
つ
つ
あ
る
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
名
倉
の
“
こ
れ
ま
で
”
と
“
こ
れ
か
ら
”
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
障
害
・
介
護
の
相
談
に
と
ど
ま
ら
ず
、
介
護
予
防
活
動
の

立
ち
上
げ
や
、
地
域
課
題
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
参
加

な
ど
の
実
績
が
、
設
楽
町
か
ら
ゆ
た
か
福
祉
会
へ
の
委
託
に

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
人
材
受
入
れ
と

フ
エ
関
係
者
と
の
連
携
事
業
の
推
進

～
現
在
の
状
況
報
告
と
今
後
に
向
け
た
提
案
～

第
7
期
総
合
計
画
の
報
告

福
祉
村
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
倉
の

活
動

今
年
度
最
初
の

職
員
集
会
を
開
催
！

4.5

新たな事業を提案するドゥックさん

※	

4
法
人
＝
ゆ
た
か
福
祉
会
、	

愛
光
園
、名
古
屋
ラ
イ
ト
ハ

ウ
ス
、コ
ー
プ
あ
い
ち
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繋
が
っ
た
事
。「
ま
ざ
る
」
こ
と
で
地
域
と
繋
が
り
、
ニ
ー

ズ
や
今
あ
る
知
恵
・
宝
に
「
き
づ
く
」
事
。
不
足
す
る
資
源

を
「
つ
く
る
」
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
。
権
利
擁
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
で
相
談
が
増
え
、
虐

待
事
例
に
迅
速
に
対
応

で
き
た
事
等
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

過
疎
化
・
超
高
齢
化

が
進
む
中
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
す
こ
と
を
あ
き
ら

め
な
い
た
め
、
課
題
に

立
ち
向
か
う
決
意
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

　
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
倉 

所
長　
宇
都
宮 

朋
子

　
名
古
屋
市
緑
区
平
手
に
、
強
度
行
動
障
害
と
重
度
・
高
齢

化
し
た
利
用
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
専
用
設
備
を
備
え
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
2
ユ
ニ
ッ
ト
を
整
備
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て

大
規
模
災
害
時
に
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
用
で
き
る
多
目
的

室
を
備
え
た
複
合
施
設
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ゆ
た
か
希
望
の
家
相
談
支
援
事
業
所
を
移
転
し
、

障
害
相
談
支
援
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
合
同
事
業
所
を
発
足

さ
せ
、
高
齢
期
を
迎
え
た
利
用
者
へ
垣
根
の
な
い
相
談
体
制

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
新
規
事
業
計
画
で
は
、
障
害
が
あ
る
か
ら
で
は
な

く
、
障
害
が
あ
っ
て
も
、
強
度
行
動
障
害
が
あ
っ
て
も
、
地

域
の
中
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

必
要
な
支
援
と
設
備
の
検
証
を
先
駆
的
に
取
り
組
み
、
既
存

の
事
業
所
の
実
践
や
環
境
整
備
に
も
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
面
的
整
備
型
の
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
イ
メ
ー
ジ

に
基
づ
い
た
事
業
所
間
連
携
と
、
機
能
分
化
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

希
望
の
家 

所
長 

倉
地 

伸
顕

　

　
「
世
界
の
平
均
気
温
上
昇
を
産
業
革

命
前
か
ら
1.5
度
に
抑
え
る
こ
と
」
が
世

界
の
目
標
で
す
が
、
世
界
各
地
で
頻
発

す
る
山
火
事
、
豪
雨
・
洪
水
・
嵐
な
ど

の
異
常
気
象
、
干
ば
つ
、
北
極
圏
の
解
氷
に
よ
る
海
面
上
昇

や
島
の
水
没
な
ど
、
既
に
様
々
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
S
D
G
s
達
成
期
限
２
０
３
０
年

を
め
ざ
す
ゆ
た
か
の
目
標
を
、
次
の
３
つ
に
絞
っ
た
こ
と
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、
一
企
業
と
し
て
も
個
々

人
と
し
て
も
、「
で
き
る
こ
と
を
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

 

①	

障
害
者
も
高
齢
者
も
子
供
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
も
、
差

別
の
な
い
み
ん
な
が
住
み
続
け
ら
れ
る
社
会
・
街
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。　
　
　
　
　

②	

地
球
環
境
を
守
る
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
事
業

は
じ
め
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
大
切
に
発
展

さ
せ
、
さ
ら
に
で
き
る
事
を
積
み
重
ね
ま
す
。　

③	

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
、
命
が
大
切
に
さ
れ
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
と
の
人
材
交
流
な
ど
国
際
交
流
で
も
、
ゆ
た
か
福

祉
会
の
S
D
G
s
の
目
標
達
成
に
お
い
て
も
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
大
切
に
す
す
め
ま
す
。　

S
D
G
s
委
員
会　
熊
谷 

由
美
子

　
コ
ロ
ナ
禍
で
途
絶
え
て
い
た
歓
迎
会
を
、
同
会
場
レ
ス
ト

ラ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
対
象
は
2
0
2
3
年
度
以
降
の

入
職
者
。当
日
は
管
理
者
等
も
含
め
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
歓
談
後
、
会
場
で
は
「
ゆ
た
か
福
祉
会
と
う
た
ご
え
～
広

報
誌
か
ら
見
る
ホ
カ
ホ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
の
歴
史
～
」
と
題
し

た
し
お
り
が
配
ら
れ
、
ゆ
た
か
作
業
所
吉
田
所
長
か
ら
、
当

時
の
熱
い
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
歌
は

も
ち
ろ
ん
、「
仲
間
た
ち
キ
ラ
キ
ラ
」
と
「
お
く
り
も
の
」。

つ
ゆ
は
し
作
業
所
職
員
合
唱
団
の
元
気
な
リ
ー
ド
で
歌
も
手

話
も
絶
好
調
！
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
後
日
、
こ
の
日
に
浜
島
康
弘
氏
が
急
逝
さ
れ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
し
お
り
に
は
、
先
生
に
お
寄
せ
頂
い
た
「
50
周

年
に
想
う
」の
文
章
も
あ
り
ま
し
た
。
仲
間
た
ち
に「
浜
ち
ゃ

ん
！
」
と
呼
ば
れ
て
、
嬉
し
そ
う
な
先
生
の
お
顔
が
浮
か
び

ま
す
。

　
「
く
ち
び
る
に
は
歌
を
！
心
に
は
太
陽
を
！
」
が
相
言
葉

だ
っ
た
ゆ
た
か
作
業
所
設
立
当
時
。
あ
れ
か
ら
半
世
紀
が
過

ぎ
、
時
代
は
変
わ
れ
ど
、
歴
史
を
繋
ぎ
、
歌
を
繋
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
研
修
部
長　
向 

幸
子

緑
区
で
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

中
心
と
し
た
複
合
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て

S
D
G
s
の
取
り
組
み

6
年
ぶ
り
に
歓
迎
会
を
開
催
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ゆたか作業所　水野 有彩

☻料理
以前はドラッグストアに勤めてい
ました。「調理や献立作成業務に携
わりたい」と思い、転職先を探していたところ、ゆた
か福祉会と出会いました。給食を提供するだけでなく、
利用者の就労支援に携わることができることに興味を
持ち、志望しました。
福祉、調理ともに、未経験で分からないことばかり
ですが、福祉の現場で働く職員として学んでいこうと
思います。よろしくお願いします。

ゆたか希望の家　金丸 ののか

☻和太鼓  推し活
ゆたか福祉会は、実習を行う際
に出会いました。施設内装や職員
のなかまとの関わり方から「とてもあたたかいな」と
感じました。「私もそんなあたたかいところで働きたい」
と思い、入職を決意しました。
なので私は支援者として、自分もなかまも ｢その人
らしく」過ごすことのできるあたたかい空間づくりや
支援を行います。私も早くなかまになれるように、一
所懸命頑張ります。よろしくお願いいたします。

なるみ作業所　村瀬 幸

☻スポーツ、料理、映画鑑賞
以前は高齢者のグループホーム
や、就労移行支援事業所で勤務を
していました。
結婚を機に「地元で働きたい」と考え、2021年の
11月からなるみ作業所で勤務しております。そして今
年度より正規採用職員になりました。
作業所では仲間や職員が毎日笑顔で過ごしていると
ころに、魅力とやりがいを感じています。これからも
仲間・ご家族・職員等、皆さんと協力し、仲間一人ひ
とりの主体性と社会性の尊重を大切に、安心して生活
ができるような支援をしてきたいと思います。

ゆたか希望の家　山本 拓磨

☻ゲーム、食べること
エージェントさんの紹介で、ゆた
か福祉会を知りました。2日間の実
習を通して職員さんと仲間の皆さんの温かさに魅力を
感じました。また「食を通じて仲間の皆さんの健康と
笑顔を支えたい」と思い、栄養士としてこの仕事を選
びました。
これから、栄養バランスの良い食事を提供し、皆さ
んの生活を豊かにするお手伝いをしたいと考えていま
す。一人ひとりに寄り添い、安心で美味しい食事をお
届けできるよう、日々努力して精一杯頑張ります。

ゆたか希望の家　佐藤 心優

☻野球観戦、旅行
大学の先生の紹介でゆたか福祉
会を知りました。なかまの個性に
合わせた関わりをされている様子や、共に作業をする
「なかま」であるという価値観に触れ、このような場
の一員になりたいと思いました。
なかまの小さな変化や笑顔に目を向け、相手を思い
やる心を忘れず、1人1人と向き合い続けていきたい
です。なかまや職員同士の関係を大切にしながら、な
かまのみなさんがその人らしく生きるための力になれ
るよう努力し続けるとともに、楽しみながら働きたい
と思っています。

今年度は新規学卒者をはじめ、様々な「出会い」
の中で16名の皆さんが、正規採用職員としてゆた
か福祉会の事業を支えていただくことになりまし
た。16名という入職者数は2017年度にエリア採
用制度がスタートしてから3番目に多い人数です。
年齢も経験も職種も様々な皆さんが、これから

共に学んでいきます。先輩職員の私たちは、皆さん
の「初心」に自らの姿を重ねつつ、一緒に働いてい
きましょう。

☻趣味・好きなことをお聞きしました

2025年度
 正規採用職員紹介
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ゆたか生活支援事業所みなみ

小島 祥暉

☻食事、睡眠、ゲーム
私は3年前にゆたか福祉会を退
職し、工場勤務を経て、今年度ゆたか福祉会に再入職
しました。ゆたか福祉会在職時はおよそ7年間、作業
所で日中支援をしてきましたが、初めてホームに配属
となりました。
作業所の日中支援とホームの生活支援の内容は大き
く異なり、しばらくはそのギャップに不安と困惑を感
じることとなるでしょう。離職のブランクと初のホー
ム職員で至らぬことも多いですが、よろしくお願いし
ます。

ふれあい共同作業所　唐澤 遼

☻弾き語り、街をブラブラする
こと

常勤パートとして2023年4月か
ら、つゆはし作業所で働き始めまし
た。今年度から正規職員として配属となり、改めて身
の引き締まる思いです。
なかまたちと過ごしていく中で、楽しいことやうれ
しいこと、反対に大変なことなど、様々かと思いますが、
私たちの毎日がより良くなっていくよう学びを深めて
いきます。
今後もご指導のほどよろしくお願いいたします。

ゆたか生活支援事業所なかがわ

笹谷 果凛

☻コンサート鑑賞、野球観戦
私は、大学入学当初「福祉に関
わる仕事がしたい」という大まかな目標しかありま
せんでした。しかし、大学での学びを深めていく中で、
障害を持つ人の労働について興味を持ち、「それを支
えていきたい」と思い、ゆたか福祉会に入職しました。
支援には正解がないからこそ、「どんな支援がいい
のか、いつまででも考えることができる」と私は思っ
ています。これから仲間たちとの連携も大切にしな
がら、自分も福祉の人間として成長していきたいと
思います。

おめでとうございます！これからよろしくお願いします！

ゆたか生活支援事業所あつた

岡 夏希

☻音楽を聴くこと、寝ること
私は福祉業界が集まる説明会で、
ゆたか福祉会を知りました。2日間の体験実習を通
して、施設の雰囲気や職員の方の仲間のみなさんへ
のかかわり方に温かさを感じ、「入職したい」と強く
思いました。
仲間がその人らしい生活を送ることができるよう
に、寄り添った支援を目指していきたいです。また、
ひとりひとりを尊重しながら仲間が感じていること
を理解できるよう、仲間とのかかわりを大切にして
いきたいです。

ゆたか生活支援事業所なるお

小川 花音

☻ゲーム、寝ること
大学4年生時に、新卒向けの就活
アプリを使用して、ゆたか福祉会を知りました。
利用者の方を仲間と呼ぶことに新鮮さを感じ「一度、
インターンに参加してみたい」と思い参加してみたところ、
職員、仲間の方々が明るく温かく、「私も仲間として過ご
す一員になりたい」と考えるようになりました。
「仲間を一方的に支える」と捉えて働くのではなく、ま
ずは仲間のことをよく知り、学び、仲間と支え合いながら
仲間の思いに寄り添うことの出来る職員になりたいと考え
ています。

みらいろ　小塚 千愛

☻ライブ、旅行に行くこと、 
寝ること

社会福祉士の実習でゆたか福祉
会と出会いました。仲間たちが楽
しそうに働いている姿、職員の方の寄り添い方や仲
間たちの個性を生かした支援をしているところに惹
かれ「入職したい」と思いました。
仲間たちが安心して過ごせる環境作りができるよ
う、そして仲間たちと同じ目線に立ち様々な感情や
経験を共有し、支え合える関係性になりたいです。
一人一人の思いを尊重し、寄り添いながら、共に
成長していける支援者を目指します。
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みらいろ　望月 彩衣

☻ 湘南乃風のライブに行く事、
ソフトボール
入社をして1か月が過ぎようと
しています。不安だらけだった私
にも、今では担当の仲間が出来ました。仲間の笑顔
を見たり、少しでも会話ができるとすごく嬉しいで
す。「自分には何ができるのか」「笑顔が増えるのか」
考えてばかりです。
私はゆたか福祉会に就職して、「本当に良かった」
と思っています。ゆたか福祉会で出会った全ての方々
には本当に感謝をしています。これから全力で仲間
たちと向き合っていきますので、よろしくお願いい
たします。

ライフサポートゆたか

畑 直美

☻エアリアルヨガ
私の長男は知的障害で福祉サー
ビスを利用し、皆さんに支えられ日々の生活を送っ
ています。私自身も「障害者のサポートをしたい」
と思い、障害者福祉の仕事を始めました。子供から
高齢者の支援を経験し、2021 年 12 月よりライフ
サポートゆたかで訪問介護員としてパート勤務をし
ています。
今年度よりエリア正規職員となります。初心を忘
れず、これまでの経験を活かして温かい支援ができ
るように努力していきたいと思います。

ライフサポートゆたか

栗阪 さとみ

☻美術鑑賞、MLBとバレーボー
ルのテレビ観戦

初任者研修を受講し、ヘルパー登録をしたことが
きっかけで仲間たちと出会えました。
ヘルパー業務は１０年間、「名古屋市強度行動障害
者支援事業」の業務は、今年度から2年目に入ります。
直接仲間とふれあう機会は減りましたが、今の職場
がゆたか作業所の2階なので、仲間の笑顔と笑い声
を身近に感じることができ、幸せをもらっています。
これからも頑張る仲間達が幸せを感じる事ができ
るように、尽力していきたいと思っています。

ケアサポート宝南　佐野 葵

☻ バレーボール、ジムに通う、
好きな音楽を聴きながらドラ
イブ
学生の頃、父の療養中に看護師
さんの優しいお声掛けで、心が穏やかになり、父と
の最期の時を過ごすことができました。その時、「私
も人の為に何かしたい」と思い、福祉の道に進む事
を決めました。
思いを大切に、望まれる暮らしや、住み慣れた地
域で少しでも安心してお過ごしいただけるよう、よ
り良い支援に努めたいと思います。そしてこれから
も、学ぶ気持ちを忘れずに、目標をもって日々取り
組んでまいります。

キラリンとーぷ　恩田 葉子

☻寝ること、ドラマ鑑賞、ゲーム
名古屋から移住をして5年が経
ちました。以前に勤めていた「福
祉の仕事をしたい」と思い探して
いた時に、ゆたか福祉会に出会いました。
パート職員として昨年の9月より楽しく働かせて
頂き、4月から正規職員になりました。仲間から学ぶ
ことも多く、周りの職員さんにも助けてもらいなが
ら、充実した日々を過ごしています。
それぞれの仲間が安心して、楽しく過ごしていけ
るように、常に「何が仲間にとって１番良いのか」
を考えながら、仕事をしてきたいです。

おめでと
うございます！

これ
からよろ

しくお願いします！
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ゆたか生活支援事業所みなみ

小林 みのり

ゆたかに入職して7年が経ちま
した。振り返ると仲間やご家族、

職員の方々に本当にたくさん支えていただいた７年間
だったと感じています。
今年度、副所長という役割をいただき「自分に務ま
るのか…」という不安もありますが、これからは支え
ていく側となれるように自分にできることを日々考え、
行動していきたいと思います。
今までの先輩方が作りあげてきた「事業所みなみ」
を大切にしながら、これからの「事業所みなみ」を盛
り上げていけたらと思います！

ゆたか生活支援事業所なるお

山本 真弥

入職して15年が経ち、ゆたか作
業所・グループハウスなぐら・グ

ループホーム宝南の家・事業所なるおで働いてきまし
た。事業所なるおでは主任として５年、なかまと関わっ
てきました。
４月からは副所長として、いろいろな事業所で働い
てきた中で培ってきた経験や、関わってきた方たちと
の関係を、今まで以上に活かしていきたいと思います。
“事業所なるお ”がなかまにとって生活しやすい空間に
していけるよう、努力していけらと思います。

ふれあい共同作業所　大石 雅生

「所長代行」という形で、2024年 11月から業務にあたらせていただいております。現在は職員
の皆さま、ご家族及び関係各所の皆さま、そしてなかまの皆さまにも日々支えていただきながら毎
日を過ごしております。
今後は、事業所として新たな環境の変化もありますが、管理職として求められる知識やマナーを
身につけていくと共に、ふれあい共同作業所のこれまで積み重ねてきた歴史や想い、カラーも大切
に継承していくことができるよう、精進していきたいと思います。

ゆたか生活支援事業所みなみ 木村 美紀

私が入職した年以降に誕生された職員さんや、経験豊富な人生の先輩職員さんの皆さんに支えら
れながら、毎日にぎやかに楽しく支援にあたっています。
一人ひとりの人生に深く関わるこの仕事は、何年働いても毎日が新しい発見の連続です。なかま
の皆さんからたくさんの栄養をもらい、新しい職員集団で日々邁進中。所長を拝命し、改めて責任
の重大さに身が引き締まります。共に成長しあえる事業所を目指して、より広い視野を持ち、真摯
に取り組んで参ります。

生活サポートセンター名倉 宇都宮 朋子

ゆたか福祉会にある3つの入所施設の支援を経験したのち、2023年生活サポートセンター名倉
の一員となりました。それぞれの経験と信念をリスペクトしあう集団に支えられ、新たな世界に飛
び込めたことは幸せだったと思います。
今回、所長という任を受ける事となり、ゆたか福祉会や事業所の役割を思うとプレッシャーも感
じますが、胸を借りつつ、でもそれに甘えず、できる事を精一杯頑張っていく所存です。

新副所長紹介

新所長紹介
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暮らしの中に彩りを

毎年、年度末に「生活労働発表会」を開催していま
す。この行事は仲間が１年取り組んできたことを
発表し、労う機会として行っています。昨年と今年
はコロナ禍が落ち着いた事もあり、仲間のご家族も
ご招待しての会となりました。

日中活動班が4班ある中で、午前・午後と2班ず
つで分かれ、それぞれ発表と表彰状渡しを行いました。発表内容も班それぞれに特色が見られました。取り
組んできた作業を実演したり、カラオケ機器を使用して歌を披露したりと、仲間1人1人が主役となって発表
を行うことができました。

毎年取り組んでいるイベントですが、コロナ禍が落ち着いた事で、以前のような賑わいのある会になった
と思います。今後も、仲間がキラキラとした姿で発表できるように、日々の支援を行っていきます。

山内 佑太

3月28日、「リサイクル港の会」の役員選挙が行
われました。2名が選挙管理委員に立候補し、6名の
立候補者の選挙活動を進めました。

まずはポスターの作成。「笑顔の多い作業所に」「い
じめのない作業所に」等、公約を書いたポスターが
出来上がりました。３月24日の立会演説会で公約
を述べ、事前に集めた質問の回答をした仲間たちは、実に堂々としていました。

選挙管理委員会の担当職員として意識したのは、全員参加です。最近入った方たちへ丁寧に説明し、選挙
管理委員の役割や予定を掲示し、全体に示しました。立候補者の「明るく笑顔の多い作業所にしたい」という
思いが共通した役員選挙となりました。

投票は６名から１名を選び、１票差で大接戦の末、上位３名が当選。任期は2年、今から活躍が楽しみです。
林田 和子

～あっぱれ！なかまの晴れ舞台！～
毎年3月の最終金曜日に行われる「仲間の会総会＆

がんばり発表会」は、一日を使って開催される、仲間
たちにとってはとても意味のある大切な行事です。
「総会」では、自治会活動の1年間をふりかえり、

なかまのめざすもの（自治会の理念）」を再確認し、
年間行事を写真と共にふりかえります。パワーポ
イントを使って、視覚効果を用いながら自治会メンバーが進めます。「仲間みんなにわかりやすい」という形
で、なかまも職員も共に理解を深めています。
「がんばり発表会」では、「１年間頑張ったこと」について、一人ひとりに賞状を作成します。全員の前で読

み上げ、仲間たちの相互理解となるような時間を設けています。
賞状と記念品を受け取った仲間の表情は、嬉しさと共にどこか誇らしげです。こういった優しく温かい時

間を、今後も続けていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  服部 麻由奈

ゆたか希望の家「仲間 1 人 1 人が主役に」3/19
水

リサイクル港作業所　「接戦の自治会役員選挙」3/28
金

つゆはし作業所　仲間の会  総会＆がんばり発表会 開催3/28
金

投票者を支援する選挙管理委員 接戦を制した新役員

司会を務める４役さんは真剣そのもの！
パソコン操作も慣れてきました♪

お二人とも、とても良い
笑顔です♪１年間、本当
にお疲れ様でした！
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回
、
ま
ー
ぶ
る
食
堂
を
１
か
ら

作
っ
て
い
く
上
で
、
た
く
さ
ん
の
困

作
っ
て
い
く
上
で
、
た
く
さ
ん
の
困

難
が
あ
り
ま
し
た
。「
ど
う
し
た
ら
楽

難
が
あ
り
ま
し
た
。「
ど
う
し
た
ら
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
の
か
」「
多
く
の
人

し
ん
で
も
ら
え
る
の
か
」「
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
え
る
の
か
」
と
不
安

に
知
っ
て
も
ら
え
る
の
か
」
と
不
安

も
あ
り
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、

も
あ
り
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
、

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
試
行
錯
誤

意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
試
行
錯
誤

し
、自
分
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
創
っ

し
、自
分
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
創
っ

て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
良
い

て
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
と
て
も
良
い

経
験
と
学
び
に
な
り
ま
し
た
。

経
験
と
学
び
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
ま
ー
ぶ
る
食
堂
は
継
続

今
後
も
ま
ー
ぶ
る
食
堂
は
継
続

し
て
開
催
し
ま
す
。
最
初
に
示
し
た

し
て
開
催
し
ま
す
。
最
初
に
示
し
た

目
的
が
、
今
後
の
ま
ー
ぶ
る
食
堂
を

目
的
が
、
今
後
の
ま
ー
ぶ
る
食
堂
を

通
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
、
よ
り
多

通
し
て
実
現
で
き
る
よ
う
、
よ
り
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

太
田
太
田  

実
里
実
里

初めての

開
催
！！

3月16日（日）、「あいちアールブ
リュット表彰式」が行われました。

安保明美さんと永田一雄さんが表彰
され、企業のグッズに採用されました。

おめでとうございました！

コロナ禍の行動制限が緩和された2023年よ
り、新たな取り組みとして「創作レクリエーショ
ン」を隔月で開催しています。

自由参加ですが、毎回ほぼ全員がそれぞれの
ペースで参加しています。終了時間まで熱心に
取り組む方もいらっしゃいます。テーマは平面
作品を中心に立体作品も取り入れ、毎回工夫を凝らして提案。生み出される作品はどれも個性豊かで、活き
活きとした表現が光ります。2年で300点を超える作品が集まりました。

これらの作品を振り返るとともに、外部の方にもご覧いただく機会として、今年3月に初の「創作レク作品展」
を開催しました。会場は食堂棟2階の壁面を全面的に使い、作品を一堂に展示しました。さらに文化的な広が
りをもたせるべく、外部から管楽器オーケストラを招き、「春のコンサート」も同時開催。演奏の合間にはド
ラムや管楽器、ピアノに触れる「楽器体験コーナー」も設けられ、参加者にとって音楽に親しむ貴重なひとと
きとなりました。ご家族の来場もあり、普段とは一味違った文化にふれる、温かく豊かな時間となりました。

　昌山 登世史

つゆはし作業所　あいちアールブリュットで2名が表彰！3/16
日

なるみ作業所　創作レク作品展＆春のコンサート15・16
土 日

3/
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33
月月
2727
日（
木
）

日（
木
）1414
時
か
ら

時
か
ら
1515
時
の
時
間

時
の
時
間

で
、
第
で
、
第
4848
次
国
会
請
願
署
名・募
金
活
動
を
、

次
国
会
請
願
署
名・募
金
活
動
を
、

金
山
駅
南
口
付
近
に
て
行
い
ま
し
た
。
当
日

金
山
駅
南
口
付
近
に
て
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
曇
り
空

は
、
今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
曇
り
空

で
、
人
通
り
も
少
な
い
日
で
し
た
。
あ
い
に

で
、
人
通
り
も
少
な
い
日
で
し
た
。
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、

く
の
天
気
で
し
た
が
、
77
事
業
所
の
仲
間
と

事
業
所
の
仲
間
と

職
員
、

職
員
、
3030
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
声
を
あ
げ
て

名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
声
を
あ
げ
て

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

数
は
多
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

数
は
多
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
足
を
止
め
て
ご
署
名
い
た
だ
い
た
学
生

が
、
足
を
止
め
て
ご
署
名
い
た
だ
い
た
学
生

の
方
や
、
お
仕
事
の
移
動
中
に
通
り
か
か
っ

の
方
や
、
お
仕
事
の
移
動
中
に
通
り
か
か
っ

て
、
募
金
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
な
ど
、
幅

て
、
募
金
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
な
ど
、
幅

広
い
世
代
の
方
に
署
名
や
募
金
の
ご
協
力
を

広
い
世
代
の
方
に
署
名
や
募
金
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
職

そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
職

員
の
説
明
で
は
な
く
、
仲
間
の
目
を
し
っ
か

員
の
説
明
で
は
な
く
、
仲
間
の
目
を
し
っ
か

り
み
て
、
最
後
ま
で
話
に
耳
を
傾
け
、
真
摯

り
み
て
、
最
後
ま
で
話
に
耳
を
傾
け
、
真
摯

に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
し
た
。

に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
で
し
た
。

直
接
的
な
や
り
取
り
を
通
し
て
、
障
害

直
接
的
な
や
り
取
り
を
通
し
て
、
障
害

の
あ
る
人
た
ち
の
思
い
や
願
い
、
障
害
者
福

の
あ
る
人
た
ち
の
思
い
や
願
い
、
障
害
者
福

祉
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
る
こ

祉
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
な
る
こ

と
は
、「
街
頭
活
動
の
良
さ
だ
」
と
改
め
て

と
は
、「
街
頭
活
動
の
良
さ
だ
」
と
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
で
集
め
ら
れ
た
国
会
請
願
署
名
は
、

全
国
で
集
め
ら
れ
た
国
会
請
願
署
名
は
、

５
月
５
月
2929
日（
木
）国
会
議
員
会
館
で
、
き
ょ

日（
木
）国
会
議
員
会
館
で
、
き
ょ

う
さ
れ
ん
会
員
事
業
所
の
仲
間
や
職
員
か
ら

う
さ
れ
ん
会
員
事
業
所
の
仲
間
や
職
員
か
ら

直
接
、
国
会
議
員
や
秘
書
に
手
渡
さ
れ
ま

直
接
、
国
会
議
員
や
秘
書
に
手
渡
さ
れ
ま

す
。
数
や
結
果
も
重
要
で
す
が
、
多
く
の
人

す
。
数
や
結
果
も
重
要
で
す
が
、
多
く
の
人

に
障
害
の
あ
る
人
や
障
害
者
福
祉
の
実
態
を

に
障
害
の
あ
る
人
や
障
害
者
福
祉
の
実
態
を

知
っ
て
も
ら
い
、
関
心
を
示
し
て
も
ら
え
る

知
っ
て
も
ら
い
、
関
心
を
示
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
継
続
的
な
活
動
が
大
切
だ
と
思
い
ま

よ
う
に
継
続
的
な
活
動
が
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。
し
た
。

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ゆ
た
か

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ゆ
た
か

早
勢
早
勢  

滋滋

き
ょ
う
さ
れ
ん

  

請
願
署
名
・
募
金
活
動 

街
頭
宣
伝 

～
思
い
や
願
い
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
し
て
～

11
事
業
所
が
参
加
し

日
中
支
援
事
業
所「
活
動
体
験
・
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
！！

33
月月
88
日（
土
）、
ゆ
た
か
作
業
所
を

日（
土
）、
ゆ
た
か
作
業
所
を

会
場
と
し
て
「
活
動
体
験
・
相
談
会
」
を

会
場
と
し
て
「
活
動
体
験
・
相
談
会
」
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

事
前
に
特
別
支
援
学
校
や
、
放
課

事
前
に
特
別
支
援
学
校
や
、
放
課

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
々
に
お
知
ら
せ
し
、
当
日
は
生
徒
さ

方
々
に
お
知
ら
せ
し
、
当
日
は
生
徒
さ

んん
1313
名
、ご
家
族

名
、ご
家
族
1414
名
、職
員
さ
ん

名
、職
員
さ
ん
33
名
、
名
、

合
わ
せ
て

合
わ
せ
て
3030
名
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ

名
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

給
食
の
試
食
や
「
ご
家
族
ト
ー
ク
企

給
食
の
試
食
や
「
ご
家
族
ト
ー
ク
企

画
」、
自
主
製
品
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

画
」、
自
主
製
品
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
部
門
の
作
業
体
験
や
活
動

リ
サ
イ
ク
ル
部
門
の
作
業
体
験
や
活
動

体
験
ブ
ー
ス
等
を
回
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

体
験
ブ
ー
ス
等
を
回
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
動
画
で
の
事
業
所
紹
介
の

た
。
ま
た
、
動
画
で
の
事
業
所
紹
介
の

視
聴
や
、
作
業
で
使
用
す
る
道
具
や
部

視
聴
や
、
作
業
で
使
用
す
る
道
具
や
部

材
に
触
れ
た
り
、
ボ
ッ
チ
ャ
に
も
ご
参
加

材
に
触
れ
た
り
、
ボ
ッ
チ
ャ
に
も
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
麦
粉
粘
土
で
は

い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
麦
粉
粘
土
で
は

感
触
を
楽
し
ん
だ
り
、
思
い
思
い
の
形
を

感
触
を
楽
し
ん
だ
り
、
思
い
思
い
の
形
を

作
っ
て
み
た
り
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

作
っ
て
み
た
り
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
で
し
た
。

し
た
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
で
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
楽
し
く
体
験
で
き

来
場
者
か
ら
は
、「
楽
し
く
体
験
で
き

ま
し
た
」「
保
護
者
の
方
か
ら
の
お
話
が

ま
し
た
」「
保
護
者
の
方
か
ら
の
お
話
が

聞
け
て
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
」

聞
け
て
、
と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
」

「
実
際
に
作
業
体
験
が
出
来
た
こ
と
で
、

「
実
際
に
作
業
体
験
が
出
来
た
こ
と
で
、

働
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
し
た
。
で
き
る

働
く
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま
し
た
。
で
き
る

と
子
ど
も
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
」「
自
分

と
子
ど
も
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
」「
自
分

の
子
ど
も
に
向
い
て
い
る
事
と
、
向
い
て

の
子
ど
も
に
向
い
て
い
る
事
と
、
向
い
て

な
い
事
が
分
か
り
、
ど
ん
な
こ
と
が
出
来

な
い
事
が
分
か
り
、
ど
ん
な
こ
と
が
出
来

る
の
か
把
握
で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

る
の
か
把
握
で
き
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
交
流
が
で
き
、
私
た
ち
職

皆
さ
ん
と
交
流
が
で
き
、
私
た
ち
職

員
に
と
っ
て
も
良
い
出
会
い
の
場
と
な
り

員
に
と
っ
て
も
良
い
出
会
い
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

ま
し
た
。
今
後
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
み
な
み
作
業
所

リ
サ
イ
ク
ル
み
な
み
作
業
所

大
野
大
野  

歌
織
歌
織
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日 誌
	  1日（土）　消費税裁判を支援する！！3.1集会
	  6日（木）   権利擁護虐待防止会議
10日（月）　事業運営推進会議
11日（火）　初任研修/保護者連合会定例会
12日（水）　法人安全衛生委員会/作業改善ゼミ
14日（金）　初任研修
18日（火）　初任研修
19日（水）　所長会議
21日（金）　権利擁護虐待防止委員会
22日（土）　理事会/懲罰委員会
24日（月）　援助担当者会議/研修部会議
25日（火）　広報・ホームページ編集委員会
26日（水）　副所長会議
27日（木）　春を呼ぶゆたか福祉会がんばるデイ
29日（土）　評議員会

3 月

●銀行口座
・三菱ＵＦＪ銀行	 柴田支店	 普通預金291-884
・あいち銀行	 鳴海中央支店	     普通預金150-425

名義はいずれも社会福祉法人ゆたか福祉会

●郵便振替口座 00820-8-54026 社会福祉法人ゆたか福祉会

法人協力会費・賛助会費・寄附金など福祉会への申し込み、ご送金は

法人協力会費 ＝ 年間１口 6,000 円、
賛助会員 ( 個人 1 口 3,000 円、企業団体等 1 口 5,000 円 )

広報・508 号	
2025年5月号(2025年5月10日発行 ) 
 定価1部200円
法人協力会員・賛助会員は会費の中に購読料を含みます
発行・編集 ／ 社会福祉法人ゆたか福祉会
印　　　刷 ／ 株式会社東海共同印刷

愛知中小企業家同友会愛知中小企業家同友会様様
愛知中小企業家同友会、名古屋第3支部 
南地区のみなさんからご寄付をいただ
きました！
　年末の懇親会のなかで、恒例のチャリ
ティーオークションが開催され、その収益
をゆたか福祉会へご寄付いただきました。
　ゆたか福祉会は、中小企業家同友会の支援
を受けて成り立った経過があります。南地区
の会員のみなさんは、今もこうしてゆたか福
祉会を気にかけ、応援してくださっています。
　寄付額は67,500円でした。心から感謝申
し上げます。

ワークセンターフレンズ星崎　山崎 利浩

寄付のお礼寄付のお礼

柴田さんは、普段からいろいろな取り組みに参加する事
が好きで、現在はホームの絵画教室に参加されています。
今回の表紙絵は、その絵画教室で取り組まれました。

今回「あじさい」を描くきっかけとなったのは、ホーム
の近くを歩いている時に、きれいなあじさいが咲いていた
のを思い出したので、「描いてみよう」と思ったそうです。
また、描いている中で「色合いを考えながら描くのがとて
も難しかった」とおっしゃっていました。

梅雨の時期は雨が続き、憂鬱の季節と思われがちです
が、この絵はそんな梅雨の時期でも「楽しいよ！」と感じ
る事ができる作品に仕上がっています。今後の絵画教室
では、ケーキ「モンブラン」の絵に挑戦するそうです。リサイクル港　柴田 真由美さん

「つゆにさく花」

（
１
月
６
日
～
４
月
17
日  

手
続
き
分
）

賛
助
会
員
新
規
加
入
者
更
新
者
ご
芳
名
一
覧

順
不
同 
敬
称
略 

一
般
寄
附
（
１
月
）

西
尾
　
明

梶
田
　
ま
ゆ
み

水
谷
　
暎
子

渡
辺
　
善
之

渡
辺
　
き
よ
し

太
田
　
成
誓

野
田
　
茂
明

森
　
　
信
代

渡
邉
　
麻
衣
子

石
崎
　
満

渡
邉
　
紘
三

鈴
木
　
智

川
上
　
啓
子

丸
山
　
了
治

星
野
　
信
子

宗
教
法
人
明
拝
教
会

ブ
ロ
ン
電
機
㈱

松
本
歯
科

1111
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